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板
テ
ニ
ス
か
ら
軟
式
テ
ニ
ス
へ

　

明
治
40
年
こ
ろ
、
鵜
川
地
区
の
小

学
生
た
ち
は
放
課
後
に
神
社
や
お

寺
、
小
学
校
の
運
動
場
の
片
隅
で
板

で
作
っ
た
ラ
ケ
ッ
ト
と
手
ま
り
で
テ

ニ
ス
の
ま
ね
ご
と
を
し
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

能
登
町
に
お
け
る
正
式
な
軟
式
テ

ニ
ス
の
発
祥
は
大
正
３
年
、
井
東
節

太
郎
氏
が
鵜
川
尋じ

ん
じ
ょ
う常

小
学
校
に
赴
任

し
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の

後
、
鵜
川
を
中
心
に
瑞
穂
、
三
波
、

宇
出
津
と
尋
常
小
学
校
の
あ
る
地
域

へ
拡
大
し
て
い
っ
た
。

盛
ん
に
な
っ
た
学
童
テ
ニ
ス

　

学
校
を
中
心
に
普
及
し
た
テ
ニ
ス

は
各
地
で
社
会
人
を
対
象
と
し
た
庭

球
団
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
次
第
に
地

域
に
根
ざ
し
て
い
っ
た
。

　

各
小
学
校
主
催
の
学
童
庭
球
大
会

で
は
、
珠
洲
・
穴
水
・
柳
田
・
小
木

な
ど
の
学
校
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
正
15
年

か
ら
開
催
さ
れ
た
石
川
県
学
童
大
会

で
は
、
第
14
回
の
大
会
ま
で
鵜
川
が
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百年目の

L0VE ALL

優
勝
4
回
、
宇
出
津
と
瑞
穂
が
1
回

と
い
う
成
績
を
残
し
、現
在
の
礎
は
、

こ
の
時
に
築
か
れ
た
と
い
え
る
。

戦
後
復
活
期
と
中
学
生
の
活
躍

　

戦
争
の
た
め
禁
止
さ
れ
て
い
た
テ

ニ
ス
は
、
昭
和
22
年
の
第
2
回
石
川

国
体
を
機
に
各
地
で
復
活
し
た
。

　

昭
和
20
年
に
宮
地
中
学
校
に
赴
任

し
た
武
渕
一
男
さ
ん
は
、
生
徒
に
勇

気
と
自
信
と
積
極
性
を
持
た
せ
よ
う

と
テ
ニ
ス
を
教
え
る
こ
と
を
決
意
し

た
。
武
渕
さ
ん
は
「
戦
争
直
後
の
運

動
場
は
一
面
芋
畑
で
テ
ニ
ス
ど
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
。
畑
を
コ
ー
ト
に
す

る
の
は
本
当
に
苦
労
し
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
。
そ
し
て
宮
地
中
学
校

は
昭
和
25
年
の
県
大
会
で
1
位
、
2

位
を
独
占
。「
生
徒
た
ち
は
何
事
に

も
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
以
降
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
教
育
に
も

役
立
つ
と
思
い
、
夢
中
に
な
っ
て

や
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
練
習
に
泣
い
て
試
合
で
笑
え
」

と
い
う
信
念
の
も
と
厳
し
い
練
習
を

さ
せ
た
と
い
う
武
渕
さ
ん
だ
が
「
自

分
が
教
え
る
生
徒
は
で
き
る
だ
け
3

年
間
担
任
と
し
て
持
ち
上
が
り
、
勉

強
か
ら
健
康
管
理
、
精
神
面
ま
で
気

を
配
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

　

昭
和
20
年
代
か
ら
30
年
代
は
鵜

川
・
瑞
穂
・
宮
地
中
学
校
が
中
心
だ
っ

た
中
学
校
の
テ
ニ
ス
だ
が
、
昭
和
38

年
に
太
島
彰
信
さ
ん
が
能
都
中
学
校

（
当
時
宇
出
津
中
学
校
）
に
赴
任
し

て
か
ら
は
、
能
都
中
学
校
と
鵜
川
中

学
校
の
全
盛
期
が
続
い
た
。

　

武
渕
さ
ん
は
現
在
の
テ
ニ
ス
の
状

況
に
つ
い
て
「
勝
つ
こ
と
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
。
伝
統
を
築
い
た
人
た

ち
も
す
ご
い
が
、
受
け
継
い
で
い
く

人
の
苦
労
も
理
解
し
て
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。

伝
統
の
礎

い
し
ず
え

は
、百
年
前
に
遡

さ
か
の
ぼ

る武渕  一男さん
【むぶち・かずお】　山田
中学生の育成に情熱を注ぎ、
今日の礎を作った一人。県中
体連役員としても活躍しテニ
スの普及に尽力した。82 歳。

かつて旧能都町は「テニスの町」を宣言し、ソフトテニスは「町技」と
呼ばれていた。多くの先人たちの汗と涙が築きあげた伝統。その歴史を
紐
ひ も と

解く。

１
９
０
7（
明
治
40
）年

１
９
１
４（
大
正
３
）年

１
９
２
１（
大
正
10
）年

１
９
２
３（
大
正
12
）年

１
９
２
５（
大
正
14
）年

１
９
２
６（
大
正
15
）年

１
９
２
７（
昭
和
2
）年

１
９
２
８（
昭
和
3
）年

１
９
３
２（
昭
和
7
）年

１
９
３
６（
昭
和
11
）年

１
９
３
７（
昭
和
12
）年

１
９
３
８（
昭
和
13
）年

１
９
４
７（
昭
和
22
）年

１
９
４
９（
昭
和
24
年
）

１
９
５
１（
昭
和
26
）年

１
９
５
２（
昭
和
27
）年

１
９
５
３（
昭
和
28
）年

１
９
５
５（
昭
和
30
）年

鵜
川
地
区
で
小
学
生
た
ち
が
板
ラ
ケ
ッ
ト
と
手
ま
り

で
遊
ぶ（
板
テ
ニ
ス
）

井
東
節
太
郎
氏
が
鵜
川
尋
常
小
学
校
に
赴
任
し
、正

式
に
テ
ニ
ス
を
紹
介

鵜
川
庭
球
団
、宇
出
津
庭
球
団
が
結
成

瑞
穂
庭
球
団
、三
波
庭
球
団
が
結
成

三
波
小
学
校
主
催
、能
奥
学
童
庭
球
大
会
開
催

（
優
勝
・
三
波
小
学
校
）

宇
出
津
尋
常
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
庭
球
大
会

（
優
勝
・
瑞
穂
小
学
校
）

第
２
回
石
川
県
学
童
大
会
で
河
合
大
八
・
川
端
正
治

組（
鵜
川
小
）が
優
勝

第
３
回
大
会
で
神
和
住  

正
・
馬
渡
勇
組（
宇
出
津
小
）

が
優
勝

第
7
回
大
会
で
仲
谷
進
之
介
・
中
田
作
之
助
組（
鵜
川

小
）が
優
勝

第
11
回
大
会
で
宮
本
清
次
郎
・
赤
崎
義
雄
組（
瑞
穂

小
）が
優
勝

第
12
回
大
会
で
蔦 

猛
雄
・
馬
場
清
次
組（
鵜
川
小
）が

優
勝

第
13
回
大
会
で
葛
西
健
次
・
馬
場
清
次
組（
鵜
川
小
）

が
優
勝

【
太
平
洋
戦
争
に
よ
り
テ
ニ
ス
の
活
動
は
自
粛
】

第
2
回
石
川
国
体
開
催
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
七
尾
市

鳳
珠
郡
軟
庭
協
会
結
成（
輪
島
市
含
む
）

第
1
回
石
川
県
体
育
大
会

第
1
回
石
川
県
中
学
校
大
会

第
1
回
石
川
県
総
合
体
育
大
会

第
1
回
石
川
県
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

鵜
川
町
小
・
中
学
校
テ
ニ
ス
大
会
開
催（
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
）

第
２
回
県
大
会
で
男
子
高
岸
・
牧
組（
鵜
川
中
）優
勝

第
３
回
県
大
会
で
男
子
高
岸
・
牧
組（
鵜
川
中
）優
勝

女
子
森
川
・
橋
本
組（
鵜
川
中
）が
優
勝

第
５
回
県
大
会
で
男
子
七
波
・
黒
津
組（
鵜
川
中
）優
勝

１
９
５
６（
昭
和
31
）年

１
９
５
７（
昭
和
32
）年

１
９
５
８（
昭
和
33
）年

１
９
６
４（
昭
和
39
）年

１
９
６
６（
昭
和
41
）年

１
９
６
７（
昭
和
42
）年

１
９
７
１（
昭
和
46
）年

１
９
７
２（
昭
和
47
）年

１
９
７
３（
昭
和
48
）年

１
９
７
７（
昭
和
52
）年

１
９
７
８（
昭
和
53
）年

１
９
７
９（
昭
和
54
）年

１
９
８
３（
昭
和
58
）年

１
９
８
４（
昭
和
59
）年

１
９
８
５（
昭
和
60
）年

１
９
８
５（
昭
和
60
）年

１
９
８
６（
昭
和
61
）年

第
６
回
県
大
会
で
女
子
長
道
・
佐
々
木
組（
鵜
川
中
）優
勝

第
７
回
県
大
会
で
男
子
仲
谷
・
馬
場
組（
鵜
川
中
）優
勝

女
子
酒
元
・
山
本
組（
宮
地
分
校
）が
優
勝
、以
後
3
連
覇

第
８
回
県
大
会
で
男
子
大
門
・
辻
口
組（
瑞
穂
分
校
）が

優
勝
、以
後
2
連
覇

第
14
回
県
大
会
で
女
子
山
辺
・
府
玻
組（
能
都
中
）優
勝

第
16
回
県
中
学
校
大
会
か
ら
団
体
戦
が
始
ま
り
、男

子
鵜
川
中
、女
子
能
都
中
が
優
勝
。以
後
団
体
戦
、個

人
戦
に
お
い
て
鵜
川
中
、能
都
中
が
上
位
を
占
め
る

能
都
町
軟
式
庭
球
協
会
発
足

神
和
住
杯
争
奪
庭
球
大
会
開
催

第
2
回
全
日
本
少
年
少
女
軟
式
庭
球
大
会
で
大
屋
し

の
ぶ
・
二
谷
圭
子
組（
能
都
中
）が
準
優
勝
。石
川
県
勢

初
の
全
国
大
会
入
賞
と
な
る

県
中
学
校
体
育
大
会
で
能
都
中
が
完
全
優
勝

第
1
回
石
川
県
小
学
生
軟
庭
大
会
を
能
都
町
で
開
催

第
1
回
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
親
善
大
会（
千
葉
県
）で

鵜
川
中（
男
子
）が
優
勝

第
８
回
全
国
中
学
校
体
育
大
会
で
佐
々
木
伸
治
・
奥

野
成
文
組（
能
都
中
）が
優
勝

能
都
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
誕
生

６
月
、全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
大
会（
北
海
道
）で
洌
崎
満
・

石
田
茂
樹
組（
宇
出
津
高
）が
優
勝

８
月
、全
日
本
高
校
選
手
権
大
会（
滋
賀
県
）で
洌
崎

満
・
石
田
茂
樹
組（
宇
出
津
高
）が
優
勝

県
立
能
都
健
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
16
面
）が
竣
工

第
38
回
全
日
本
大
学
対
抗
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会

（
イ
ン
カ
レ
）開
催

第
１
回
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会（
千
葉

県
）で
西
祥
子
・
石
井
里
江
子
組（
宇
出
津
小
）が
優
勝

山
田
良
平
氏
死
去

全
日
本
高
等
学
校
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）開
催

第
２
回
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
で

（
千
葉
県
）で
男
子
団
体
優
勝

12
月
議
会
に
お
い
て「
テ
ニ
ス
の
町
宣
言
」を
決
議

第
1
回
山
田
杯
争
奪
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
開
催

明
治
大
正
会
・
第
4
回
石
川
県
能
都
大
会
開
催

写真：昭和２年、能奥庭球リーグ戦で全勝した牛湾倶楽部（宇出津）

伝統伝統築かれた築かれた第1章第1章
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部
と
し
て
再
結
成
）
は
井
東
氏
が
発

起
人
と
な
り
14
人
で
結
成
さ
れ
た
。

ま
た
宇
出
津
小
学
校
の
指
導
者
と
し

て
、
神
和
住
正
・
馬
渡
勇
組
を
第
3

回
石
川
学
童
大
会
優
勝
に
導
い
た
。

　

武
渕
一
男
さ
ん
は
井
東
氏
の
親
戚

に
あ
た
り
、
師
範
学
校
時
代
の
井
東

氏
と
の
思
い
出
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
わ
た
し
が
師
範
学
校
1
年
の
こ
ろ
、

井
東
先
生
が
金
沢
に
来
る
と
必
ず
訪

ね
て
き
て
テ
ニ
ス
を
指
導
し
て
く
れ

た
。
当
時
の
テ
ニ
ス
は
何
十
本
も
ラ

リ
ー
を
続
け
る
と
い
う
時
代
で
、
い

か
に
も
軟
式
テ
ニ
ス
ら
し
い
打
ち
方

を
指
導
し
て
も
ら
っ
た
」。

町
に
本
格
的
な
テ
ニ
ス
を

伝
え
た
井
東
節
太
郎
氏

は
金
沢
の
社
会
人
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
金
城
団
」
に
所
属

し
、
県
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
。
明
治
43
年
に
東

京
師
範
学
校
に
入
学
し
、
能
登
町
に

お
い
て
は
鵜
川
、
宇
出
津
、
三
波
小

学
校
に
赴
任
し
て
軟
式
テ
ニ
ス
の
普

及
に
力
を
尽
く
し
た
。

　

大
正
10
年
ご
ろ
に
は
、
鵜
川
、
宇

出
津
、
瑞
穂
、
三
波
で
次
々
と
社
会

人
に
よ
る
庭
球
団
が
結
成
、
庭
球
団

主
催
の
大
会
も
各
地
で
行
わ
れ
た
。

宇
出
津
庭
球
団
（
の
ち
に
牛
湾
倶
楽

鹿
島
町
の
出
身
で
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
。そ
の
息
子
で
あ
る
純
さ
ん
は
、

高
校
、
大
学
、
社
会
人
と
硬
式
テ
ニ

ス
で
日
本
一
に
な
り
日
本
テ
ニ
ス
史

上
初
の
プ
ロ
選
手
と
な
っ
た
。

　

神
和
住
正
氏
が
「
宇
出
津
小
学
校

１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
」
の
中
に
寄
せ

た
手
紙
の
結
び
に
は
、
こ
う
記
さ
れ

て
い
る
。「
能
都
町
で
今
も
テ
ニ
ス

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
い
つ
の
日
か

栄
光
の
日
本
一
を
目
指
し
て
精
進
し

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
わ
た
し
た

ち
の
歩
ん
で
き
た
パ
イ
オ
ニ
ア
の
こ

ろ
が
決
し
て
無
駄
で
な
か
っ
た
こ
と

が
何
よ
り
も
嬉
し
い
」。

大
正
3
年
、
宇
出
津
に
生
ま

れ
た
神
和
住
正
氏
は
、
宇

出
津
小
学
校
で
テ
ニ
ス
に

没
頭
し
て
い
た
。
昭
和
3
年
の
石
川

学
童
大
会
で
優
勝
し
た
と
き
は
、
船

で
故
郷
に
錦
を
飾
り
町
内
を
華
々
し

く
パ
レ
ー
ド
し
た
と
語
り
継
が
れ
て

い
る
。
そ
の
後
東
京
へ
渡
り
、
都
庁

に
勤
務
し
な
が
ら
正
確
な
ス
ト
ロ
ー

ク
と
沈
着
な
試
合
運
び
で
日
本
の

ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
っ
た
。
昭

和
42
年
ま
で
選
手
と
し
て
活
躍
し
な

が
ら
日
本
軟
式
庭
球
連
盟
常
務
理
事

と
し
て
軟
式
テ
ニ
ス
の
普
及
・
指
導

に
尽
力
し
た
。
妻
の
静
子
さ
ん
は
旧

百年目の
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テ ニ ス
列 伝 Ⅰ

井東  節太郎

テ ニ ス
列 伝 Ⅱ

神和住  正

  Itou　Setsutarou
（1891 ～ 1944）

Kamiwazumi　Tadashi
（1914 ～ 1999）  

町にテニスを伝えた

歴史の礎を築いた

「
テ
ニ
ス
の
町
」を
宣
言
し
た
町

宇
出
津
高
校
の
黄
金
時
代

　
「
宇
出
津
高
校
か
ら
日
本
一
の
選

手
を
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
昭
和

45
年
か
ら
山
田
良
平
氏
（
故
人
）
が

宇
出
津
高
校
の
指
導
者
と
な
っ
た
。

以
後
16
年
間
、
宇
出
津
高
校
は
県
大

会
で
男
子
団
体
10
連
覇
を
含
む
12

勝
、
女
子
も
6
連
覇
を
含
む
11
勝
を

挙
げ
た
。
昭
和
54
年
に
は
滋
賀
県
長

浜
市
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
で
、
宇
出
津
高

校
の
洌
崎
・
石
田
組
が
見
事
優
勝
し

念
願
の
高
校
生
日
本
一
に
輝
い
た
。

16
面
完
成
、全
国
大
会
誘
致
へ

　

昭
和
58
年
、
藤
波
台
地
に
能
都
健

民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
し
た
。「
産

業
の
な
い
町
に
全
国
大
会
を
誘
致
す

る
こ
と
で
町
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」

と
い
う
大
森
稟り
ん
せ
い世
町
軟
庭
協
会
長

（
故
人
）
の
考
え
を
受
け
、
旧
能
都

町
教
育
委
員
会
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完

成
前
か
ら
大
会
誘
致
に
全
国
を
奔
走

し
た
。
当
時
社
会
教
育
課
長
だ
っ
た

馬
渡
武
久
さ
ん
は
「
健
民
コ
ー
ト
開

場
時
に
は
３
年
後
ま
で
の
３
つ
の
全

国
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
２
つ
、
県

大
会
11
の
開
催
が
決
ま
っ
て
い
た
」

と
振
り
返
る
。

　

昭
和
59
年
夏
に
イ
ン
カ
レ
、
翌
60

年
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
62
年
か
ら

は
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭
球
大
会
を

3
年
連
続
開
催
、
平
成
2
年
に
は
全

日
本
実
業
団
と
毎
年
の
よ
う
に
全
国

規
模
の
大
会
を
誘
致
し
て
実
績
を
挙

げ
た
。

　
「
イ
ン
カ
レ
の
と
き
は
１
週
間
で

延
べ
８
６
０
０
人
が
宿
泊
し
て
、
町

の
焼
肉
店
や
寿
司
屋
か
ら
肉
や
ネ
タ

が
な
く
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
抽
選
会
を
地
元
で
、
し
か
も
あ
ば

れ
祭
の
日
に
ぶ
つ
け
て
や
っ
た
。
こ

れ
で
『
能
登
は
す
ご
い
と
こ
ろ
』
と

い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
す
馬
渡
さ
ん
。「
地
元
が

強
い
か
ら
大
会
が
誘
致
し
や
す
い

し
、
合
宿
に
も
来
る
。
選
手
に
も
地

元
出
身
者
が
た
く
さ
ん
い
た
し
、
本

当
に
や
り
や
す
か
っ
た
」
と
い
う
。

国
体
の
開
催
と
成
功

　
「
最
終
目
標
は
国
体
の
開
催
」
と

掲
げ
た
町
は
、
昭
和
60
年
12
月
議
会

に
お
い
て
「
テ
ニ
ス
の
町
宣
言
」
を

決
議
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
国
体
開

催
を
県
下
市
町
村
や
関
係
団
体
に
陳

情
し
た
。
各
種
全
国
大
会
の
実
績
や

町
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
が
評
価
さ

れ
、つ
い
に
国
体
の
開
催
地
に
内
定
。

平
成
2
年
に
は
「
雨
で
も
大
会
が
で

き
る
」
よ
う
当
時
日
本
一
の
屋
内
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
「W

A
V
E

の
と
」
を

完
成
さ
せ
、
平
成
3
年
の
国
体
は
成

功
裏
に
終
わ
っ
た
。

　

馬
渡
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
誘
致
で

き
る
大
き
な
大
会
は
あ
る
。
民
間
で

は
誘
致
で
き
な
い
の
で
町
が
主
体
と

な
っ
て
今
後
も
計
画
的
に
大
会
を
誘

致
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

馬渡  武久さん
【まわたり・たけひさ】宇出津
元役場職員。昭和 63 年に社会
教育課長から国体室長となり、
テニスの大会誘致、国体の準備
に全力を注いだ。69 歳。

１
９
９
８（
平
成
10
）年

１
９
９
９（
平
成
11
）年

２
０
０
０（
平
成
12
）年

２
０
０
１（
平
成
13
）年

２
０
０
４（
平
成
16
）年

２
０
０
５（
平
成
17
）年

２
０
０
６（
平
成
18
）年

２
０
０
７（
平
成
19
）年

北
信
越
中
学
校
総
体
で
能
都
町
勢
が
完
全
優
勝

第
29
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
福
島
県
）

で
小
西
真
希
子
・
坂
亜
沙
美
組（
能
都
中
）が
優
勝

神
和
住 

正
氏
死
去

県
高
校
総
体
で
宇
出
津
高
校
が
男
女
団
体
、個
人
共

に
優
勝

健
民
コ
ー
ト
が
ク
レ
ー
か
ら
砂
入
人
工
芝
へ

日
韓
交
流
団　

韓
国
へ

石
川
ス
ポ
レ
ク
祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
会
場

北
信
越
高
校
大
会
で
宇
出
津
高
校
が
男
女
ア
ベ
ッ
ク

優
勝

神
和
住
純
エ
ン
ジ
ョ
イ
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

第
3
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
千
葉
県
）

男
子
４
年
生
以
下
の
部
で
寺
下
洸
平
・
浜
高
彰
仁
組

（
鵜
川
小
）が
優
勝
、女
子
５
年
生
の
部
で
二
田
早
智

子
・
谷
内
萌
組（
宇
出
津
小
）が
優
勝

第
21
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
山
形
県
）女
子
個
人
で
二
田
早
智
子
・
谷
内
萌（
宇
出

津
小
）が
優
勝
、団
体
で
石
川
県
代
表
が
優
勝（
宇
出

津
小
か
ら
二
田
・
谷
内
・
佐
々
木
、真
脇
小
か
ら
寺
越

が
選
抜
）

第
4
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
千
葉
県
）

女
子
４
年
生
以
下
の
部
で
佐
々
木
美
和
・
山
瀬
侑
希

組（
宇
出
津
小
）が
優
勝

全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
開
催

第
5
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
千
葉
県
）

女
子
5
年
生
の
部
で
佐
々
木
美
和
・
山
瀬
侑
希
組（
宇

出
津
小
）が
優
勝

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
王
座
決
定
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
三

重
県
）鵜
川
中
男
子
が
準
優
勝
、能
都
中
女
子
が
優
勝

第
23
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
高
知
県
）女
子
個
人
で
佐
々
木
美
和
・
山
瀬
侑
希
組

（
宇
出
津
小
）が
優
勝

Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ
能
登
国
際
女
子
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
開
催

第
38
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
宮
城
県
）

で
二
田
早
智
子
・
佐
々
木
真
子
組（
能
都
中
）が
準
優
勝

１
９
８
７（
昭
和
62
）年

１
９
８
８（
昭
和
63
）年

１
９
８
９（
平
成
元
）年

１
９
９
０（
平
成
2
）年

１
９
９
１（
平
成
3
）年

１
９
９
２（
平
成
4
）年

１
９
９
３（
平
成
5
）年

１
９
９
５（
平
成
7
）年

１
９
９
６（
平
成
8
）年

１
９
９
７（
平
成
9
）年

第
３
回
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会（
千
葉

県
）で
石
田
晋
也
・
高
崎
半
津
郎
組（
三
波
小
）が
優
勝

第
4
回
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
開
催

第
5
回
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
開
催

男
女
団
体
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
、男
子
個
人
橋
本
信
康
・
槻

繁
治
組（
鵜
川
小
）が
優
勝

関
西
薬
学
生
連
盟
硬
式
庭
球
大
会
開
催

第
6
回
全
日
本
小
学
生
軟
式
庭
球
選
手
権
大
会
開
催

第
1
回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
杯
北
信
越
中
学
校
研
修
大
会
開

催
、男
子
で
能
都
中
が
優
勝

屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト「W

AVE

の
と
」が
完
成
。テ
ス

ト
試
合
、第
15
回
北
信
越
高
校
イ
ン
ド
ア
大
会
開
催

全
日
本
実
業
団
大
会
開
催（
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
し
て
）

第
46
回
石
川
国
体
開
催
。石
川
県
が
男
女
総
合
優
勝
、

女
子
総
合
優
勝

東
日
本
選
手
権
大
会
開
催

第
23
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
開
催

国
際
ル
ー
ル
が
採
択
さ
れ
軟
式
庭
球
か
ら
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
へ

都
道
府
県
対
抗
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団

体
で
石
川
県
代
表
が
優
勝（
瑞
穂
中
か
ら
高
山
と
広

瀬
、能
都
中
か
ら
久
田
と
山
辺
が
選
抜
）

町
政
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
神
和
住
純
氏
を
迎
え

て「
24
時
間
ぶ
っ
と
お
し
町
民
テ
ニ
ス
大
会
」を
硬
式

テ
ニ
ス
で
行
う
。「
テ
ニ
ス
資
料
展
」同
時
開
催

第
12
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

で
小
西
真
希
子
・
坂
亜
沙
美
組（
宇
出
津
小
）が
優
勝

大
森
稟
世
氏
死
去

第
13
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
宮
城
県
）で
竹
内
志
津
・
丸
谷
佳
代（
鵜
川
小
）が
優

勝都
道
府
県
対
抗
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
団

体
で
能
都
中
・
鵜
川
中
の
合
成
チ
ー
ム
が
優
勝

第
28
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
徳
島
県
）

で
小
西
真
希
子
・
久
本
香
代
組（
能
都
中
）が
優
勝
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少
子
化
の
流
れ
の
中
で
年
々
減
少
す
る
テ
ニ
ス
人

口
。
そ
れ
で
も
能
登
町
の
子
ど
も
た
ち
は
白
球
を

追
い
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
続
け
て
い
る
。
伝
統
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
進
化
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
。

現
在
、
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
数
は

小
学
2
年
か
ら
6
年
ま
で
の
24
人

（
男
10
人
・
女
14
人
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
が
住
む
瑞
穂
地

区
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
場

合
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
兄
や
姉
の
姿

を
見
て
、
あ
こ
が
れ
た
下
の
子
ど
も

た
ち
は
自
分
か
ら
テ
ニ
ス
を
し
た
い

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
か
の
団

員
に
も
兄
弟
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
す

る
子
が
多
い
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る

　

子
ど
も
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
学

校
や
藤
波
台
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

毎
日
ラ
ケ
ッ
ト
を
抱
え
て
通
学
す
る

様
子
を
見
て
い
る
と
、
本
当
に
「
白

い
球
」
が
大
好
き
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
す
。
練
習
は
す
べ
て
コ
ー
チ
に
一

任
し
て
い
て
自
分
た
ち
は
迎
え
に
行

く
だ
け
で
す
が
、
た
ま
に
練
習
を
見

る
と
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
取
れ
な

か
っ
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
返
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
り
と
日
々
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
練
習
や
試
合
は
で
き
る
だ
け
見

に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
仕

事
の
都
合
も
あ
り
、
な
か
な
か
行
け

な
い
こ
と
が
悩
み
で
す
ね
。
そ
ん
な

時
は
迎
え
を
ほ
か
の
保
護
者
に
お
願

い
し
た
り
と
親
同
士
が
お
互
い
協
力

し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

頑
張
る
子
ど
も
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
で
は
、
子

ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

ま
す
。
特
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
毎
年

の
よ
う
に
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
な

ど
、
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遠
征
に
は

費
用
も
か
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

行
く
だ
け
の
価
値
は
あ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

一
つ
の
こ
と
に
打
ち
込
む
と
い
う

こ
と
は
、
き
っ
と
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
た
め
に
な
り
ま
す
。
母
集
団
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
子
ど
も

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

い
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
や
指
導
者
に

感
謝
せ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
部
員
数
は
1
年
生
女
子
が

7
人
と
少
な
い
で
す
が
、
月
曜
日
と

水
曜
日
の
週
2
回
は
能
都
北
辰
高
校

の
部
員
と
合
同
練
習
も
行
っ
て
い
ま

す
。「
練
習
が
厳
し
い
の
で
は
」
と

よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
が
、
時
間
は
ほ

か
の
部
と
変
わ
ら
ず
学
校
で
決
め
ら

れ
た
時
間
に
終
わ
り
、
練
習
試
合
に

出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
も
部
員
た
ち
も
、
4
月
に

な
り
新
入
部
員
が
入
っ
て
く
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス

の
経
験
は
問
わ
な
い
し
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。
新
入
部
員
を
迎
え
て
「
学
校

生
活
が
1
番
で
、テ
ニ
ス
は
2
番
目
」

「
先
輩
と
後
輩
の
壁
が
な
く
、
先
輩

が
優
し
い
」
な
ど
の
能
都
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら

も
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能
都
北
辰
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
は
平
成
12
年
、
旧
宇
出
津

高
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
テ
ニ
ス

の
町
と
い
う
す
ば
ら
し
い
環
境
の
も

と
新
し
い
歴
史
を
求
め
て
再
出
発

し
ま
し
た
。
現
在
の
部
員
数
は
男
子

6
人
、
女
子
10
人
で
団
体
戦
に
出
場

で
き
る
境
界
線
の
メ
ン
バ
ー
で
毎
日

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
選
手
た
ち
は

ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
ボ
ー
ル
に
親
し
ん
で

い
る
地
元
中
学
校
出
身
者
が
多
く
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
歴
史
を
つ
な
ぐ
役

割
を
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
部
員

数
が
減
少
し
廃
部
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
た
事
は
以
前
に
も
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
町
の
方
々

能
都
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

は
今
年
、
北
信
越
を
制
し
て

団
体
戦
で
全
国
大
会
6
回
目
の
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
団
体
の
結
果
は

ベ
ス
ト
８
、
個
人
で
も
準
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去
に
は
平

成
12
年
の
団
体
準
優
勝
や
、
個
人
で

は
2
回
日
本
一
の
栄
冠
を
手
に
し
て

い
ま
す
。

伝
統
を
守
っ
て
い
き
た
い

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
と
し
て

全
国
大
会
や
各
種
の
大
会
に
参
加
し

て
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
能
都
中

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
「
伝
統
の

力
」
で
す
。
そ
の
意
味
で
伝
統
を
築

 

能
登
ソ
フ
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テ
ニ
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ー
ツ
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団
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鵜川小学校 6年
　　　 清水  寛生 さん（柿生）　
　　 　Shimizu  Kansei
　大会で上位入賞している兄貴たちを
見ていて格好いいと思い、小学校１年
からテニスを始めました。中学校へ
行ってもテニスを続けて北信越大会に
出場したいです。

選手の気持ち

か
ら
の
支
援
を
受
け
て
継
続
し
て
こ

れ
た
の
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
と
連
携
し
て

　

能
登
町
は
藤
波
台
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
と
い
う
物
質
的
な
環
境
だ
け
で
な

く
、
周
囲
か
ら
の
応
援
と
い
う
精
神

的
な
環
境
も
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
礼
儀

や
協
調
性
な
ど
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大
き
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

石
川
国
体
や
石
川
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
向
け
て
汗
や
涙
を
流
し
た
先
輩
た

ち
を
思
う
と
、
熱
い
気
持
ち
や
責
任

感
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
今
後
は
地

域
の
人
た
ち
や
地
元
の
小
中
学
校
と

も
連
携
し
て
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
通

し
て
能
登
町
を
全
国
に
発
信
で
き
る

よ
う
に
選
手
た
ち
と
一
緒
に
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ソフトテニス部顧問

南  力蔵 先生
【みなみ・りきぞう】

ソフトテニス部顧問

矢知 寛幸 先生
【やち・ひろゆき】

母集団会長

下畠 宏信 さん
【しもはた・ひろのぶ】

子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
場
で
あ
る
少
年
団
や
学
校
の
部
活
動
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や
選
手
た
ち
の
気
持
ち
は

－

。

能都中学校 1年
　　佐々木  美和 さん（宇出津）

Sasaki  Miwa
　テニスは、お姉さんがやっていたの
で小学校１年生から自然と始めまし
た。今はテニスも勉強も両方頑張れる
ようになりました。目標は能都中のみ
んなと全中に出場することです。

能都北辰高校３年
　　髙宮  大介 さん（波並）

Takamiya  Daisuke
　テニスを通じて「あきらめない心、
流されない気持ち、他人への感謝」を
学びました。大学へ進学しても大好き
なテニスを続けて、国体メンバーに選
ばれるよう頑張りたいです。

夕日が沈みテニスボールが見えなくなるまで
白球を追う選手たちの姿は、ずっと昔から変
わらない－。

受
け
継
が
れ
る

受
け
継
が
れ
る

第２章第２章



當目 昌次郎

西　吉和

「宇
出津からテニスの灯を消

したくない」と話す西 吉

和さんは、指導者になっ

たきっかけを「自分は学生時代に清田

清吉先生、太島彰信先生に教わり、指

導者に恵まれていた。そいういう指導

者に対するあこがれがあった」と振り

返る。

　「小学生にはテニスの楽しさを、中

学生には勝つ喜びを教えたい」という

西さんだが、現在宇出津小学校でテニ

スをする児童は 1人、中学校も 1年

生 7人だけという状況だ。

　「子どもたちは毎日一生懸命練習し

ている。宿題もしっかりさせるし、塾

に通っている生徒もいる。親から見れ

ば安心して子どもを預けられる場所

じゃないかと思う」と話す西さん。テ

ニス人口増加のため、子どもたちが強

くなるためには「親の理解も必要」と

訴える。

　「子どもたちにはテニスで鍛えた根

性を生かして、最後まであきらめない

人間になって欲しい」と願い 30年以

上指導を続けてきた西さんは、あと 2

年で定年退職を迎える。「清田先生は

80 歳近くまで片腕でラケットを振っ

ていた。自分も体が動く限りテニスを

指導したい」と考えているが、そのた

めにはソフトテニスの底辺拡大という

問題がある。

　「自分が教えた選手が母親になり、

その子どもたちも保育所に増えてきて

いる。退職したら保育所の子どもたち

を集めてテニスを教えたい」と笑う西

さん。「テニスの灯を消さない」ために、

まずは目の前の子どもたちを精一杯指

導することで「ソフトテニスが強い町」

を作り続ける。

「あ
いさつができること、そ

して元気よく」。これが能

登ソフトテニススポーツ

少年団と鵜川中学校を指導する當目昌

次郎さんの指導方針だ。

　ソフトテニスの練習はほとんど毎

日、藤波台や学校のコートで行われる。

練習中は厳しく叱ったり、優しく声を

かけたり、冗談を言ったりと見ている

方もおもしろいと感じる。厳しい練習

というイメージもあるソフトテニスだ

が「つらい練習まではやっていない。

子どもたちもついてきてくれている」

と話す當目さんには「子どもたちに勝

つ喜びを教えてあげたい」という強い

思いがある。

　少年団も中学校も目指すは「全国」。

當目さんは長年の指導経験からどうす

れば全国にいけるか分かっているとい

う。「最近はほかの地域のレベルも上

がってきた。それでも練習をしっかり

やれば小学校も中学校も全国大会

に出場できる」と言い切る。

　當目さんにも悩みはある。地理

的条件から練習試合が組めずに試

合経験が乏しいことと子どもたちの人

数が年々減っていることだ。「子ども

がソフトテニスをやりたいと言って

も、親が反対する場合もある。それだ

けが寂しい」という。

　「指導する子どもたちは自分の子ど

もだと思っている」と話す當目さんに

指導を続けてきた理由を聞いた。

　「勝って帰ってくる子どもたちの笑

顔が忘れられないから」。

　そう話しながらも、當目さんの目線

は常に白球を追う子どもたちに注がれ

ていた。

【とうめ・しょうじろう】　鵜川
自営業の傍ら昭和 53 年から少年団の指導者
として活躍。平成 3年からは鵜川中学校の
外部コーチも兼ね、小中学生を何度も日本一
に導く。54 歳。

指導者の思い
　

わ
た
し
は
小
学
5
年
生
の
と
き
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
身
近

な
野
球
や
卓
球
と
は
違
っ
て
新
鮮
な

感
じ
が
し
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
今

で
も
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ま
ま
中
学
、
高
校
と
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
続
け
ま
し
た
。
中
学
校
時

代
は
3
年
生
の
と
き
に
全
国
大
会
で

個
人
ベ
ス
ト
８
、
宇
出
津
高
校
で
は

3
年
生
の
と
き
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団

体
3
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
宇
出
津
高
校
は
山
田
良
平
先

生
が
指
導
し
て
い
て
、
テ
ニ
ス
を
す

る
た
め
に
宇
出
津
高
校
に
来
る
人
も

い
ま
し
た
。
山
田
先
生
の
練
習
は
本

当
に
厳
し
か
っ
た
で
す
。「
全
国
で

優
勝
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
頭
に
入

れ
て
常
に
上
を
目
指
し
た
練
習
で
し

た
。
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
た
お
か
げ
で

ど
ん
な
こ
と
に
も
耐
え
ら
れ
る
と
い

う
自
信
が
つ
き
、
そ
の
後
の
人
生
に

お
い
て
本
当
に
役
に
立
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
は
調
理
師
を
目
指
し

大
阪
へ
行
き
、
10
年
間
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
後
金
沢
の
ホ
テ
ル
に
就
職

し
34
歳
の
と
き
に
故
郷
で
あ
る
宇
出

津
に
戻
っ
て
き
て
、み
の
り
（
長
女
）

と
翔
太
（
長
男
）
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
勧
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の
練
習
に

は
付
き
合
い
ま
し
た
が
家
庭
内
で
は

テ
ニ
ス
の
話
は
禁
句
状
態
で
し
た

ね
。
子
ど
も
な
り
に
親
と
コ
ー
チ
の

言
う
こ
と
が
違
う
と
感
じ
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

二
人
と
も
宇
出
津
高
校
に
進
学
し

国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
活
躍
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
自
分
が

や
る
よ
り
も
楽
し
く
、
面
白
か
っ
た

で
す
ね
。
ほ
か
の
父
兄
と
声
を
枯
ら

し
て
応
援
し
た
こ
と
は
何
と
も
楽
し

い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

二
人
の
テ
ニ
ス
は
、
体
が
で
き
て
か

ら
自
分
の
現
役
時
代
と
同
じ
テ
ニ
ス

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｎ

Ａ
で
し
ょ
う
か
、
打
ち
方
も
ス
タ
イ

ル
も
本
当
に
似
て
い
ま
し
た
。

　

み
の
り
は
高
校
卒
業
後
、
翔
太
は

大
学
卒
業
後
に
実
業
団
に
入
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
「
3
年
間
は

我
慢
し
ろ
」
と
言
っ
て
実
業
団
に
行

か
せ
ま
し
た
。

　

み
の
り
と
は
帰
省
し
た
と
き
に
藤

波
に
行
っ
て
乱
打
を
し
た
り
シ
ン
グ

ル
ス
の
試
合
を
し
た
り
、
小
中
学
生

に
混
じ
っ
て
一
緒
に
テ
ニ
ス
を
し
ま

し
た
。
翔
太
も
帰
っ
て
き
た
と
き
は

中
学
校
や
高
校
に
顔
を
出
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

今
で
は
翔
太
は
わ
た
し
の
レ
ベ
ル

を
超
え
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ン
と
し
て

見
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。
い
ず
れ
娘

夫
婦
と
自
分
た
ち
夫
婦
で
ダ
ブ
ル
ス

の
試
合
を
や
り
た
い
と
も
願
っ
て
い

ま
す
が
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
は
親
と
し
て
、
子
ど
も
の

応
援
に
一
生
懸
命
に
な
る
と
い
う
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
全
国
い
ろ
い

ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
親
同
士
の

つ
な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
感
謝
し
て
ま
す
し
、
テ
ニ
ス

を
や
ら
せ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
自
分
が
子
ど
も
た
ち
に
言
え

る
こ
と
は
「
遊
び
の
テ
ニ
ス
も
楽
し

い
か
ら
、
歳
を
と
っ
て
も
続
け
て
ほ

し
い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。

DNA of Tennis

あるテニス一家の物語

吉岡   武さん

自
分
を
超
え
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
に

感
謝
し
て
い
る
。

山
田
良
平
先
生
に
鍛
え
ら
れ

今
の
自
分
が
あ
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
感
じ
た

子
ど
も
た
ち
の
テ
ニ
ス

遊
び
の
テ
ニ
ス
も
楽
し
い
と

伝
え
た
い

【よしおか・つよし】宇出津

妻の智子さん、長女みのりさん、長男翔太さんの
4人共に能都中－宇出津高校（北辰高校）でテニ
ス選手として活躍。飲食店経営、50歳。

「軟式庭球」という雑誌の表紙を飾った昭和 51 年
インターハイでの一幕（写真中央が吉岡さん）

Yoshioka　Tsuyoshi【にし・よしかず】　崎山
公務員。スポーツ少年団の指導者として全日
本大会で 5回の個人優勝などに導く。現在
は能都中学校の外部コーチ。57 歳。

10

Nishi   Yoshikazu

Toume   Syoujirou



　

今
年
で
７
回
目
を
迎
え
た
「
神
和

住
純
エ
ン
ジ
ョ
イ
テ
ニ
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月
6
・
７
日
、
健

民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
で
は
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約

１
０
０
人
が
プ
ロ
と
の
交
流
や
試
合

を
楽
し
み
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
能

登
町
の
味
覚
を
満
喫
し
た
。

　

今
回
、
来
町
し
た
神
和
住
さ
ん
に

能
登
町
へ
の
思
い
や
テ
ニ
ス
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

Ｑ
能
登
町
と
の
縁
は
？

Ａ
わ
た
し
の
父
で
あ
る
正
が
宇
出

津
、
母
が
旧
鹿
島
町
の
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
た
ま

に
帰
っ
て
故
郷
の
空
気
に
触
れ
て
い

ま
し
た
し
キ
リ
コ
に
も
乗
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
神
和
住
と
い
う
地
名

も
あ
り
ま
す
が
元
々
は
神
和
住
の
出

身
で
自
分
の
ル
ー
ツ
を
調
べ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

父
か
ら
は
宇
出
津
小
学
校
で
先
生

た
ち
に
教
え
ら
れ
て
テ
ニ
ス
を
し
て

い
た
こ
と
や
、
宇
出
津
の
港
か
ら
ラ

ケ
ッ
ト
を
振
り
な
が
ら
出
征
し
て

い
っ
た
話
な
ど
を
聞
か
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
不
思
議
な
縁
を
感
じ
た

の
が
、
わ
た
し
が
進
学
し
た
法
政
大

学
の
テ
ニ
ス
部
コ
ー
チ
が
松
本
武
雄

と
い
う
穴
水
町
出
身
の
人
で
、
父
親

の
小
学
校
時
代
の
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
硬
式
に
転
向
し
た
理
由
は
？

Ａ
両
親
共
に
軟
式
で
し
た
か
ら
中
学

で
は
軟
式
テ
ニ
ス
を
し
て
い
て
東
京

都
で
3
位
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
進
学
時
に
「
硬
式
で
強
く
な
れ

ば
世
界
に
行
け
る
」と
思
い
、強
か
っ

た
法
政
二
高
に
入
る
こ
と
を
決
め
た

の
で
す
。
今
は
４
歳
く
ら
い
で
始
め

て
ジ
ュ
ニ
ア
で
プ
ロ
に
な
る
時
代
、

15
歳
か
ら
始
め
て
プ
ロ
に
な
っ
た
選

手
は
ほ
か
に
い
な
い
で
す
ね
。

Ｑ
硬
式
と
軟
式
の
違
い
は
？

Ａ
グ
リ
ッ
プ
か
ら
何
か
ら
全
然
違
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
第
1
球
目
か
ら
直

さ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
2
年
半
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
で
す
か
ら
、
も

う
半
端
じ
ゃ
な
い
く
ら
い
練
習
し
ま

し
た
。
そ
れ
く
ら
い
し
な
い
と
全
国

制
覇
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
の
後
大

学
ま
で
の
7
年
間
、
ず
っ
と
自
分
の

青
春
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
中
で
し
た

し
、
そ
こ
で
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
ね
。

Ｑ
テ
ニ
ス
の
町
に
つ
い
て

Ａ
わ
た
し
の
父
親
の
時
代
か
ら
小
学

生
に
軟
式
テ
ニ
ス
を
教
え
て
い
た
こ

と
、
町
民
み
ん
な
が
テ
ニ
ス
を
楽
し

ん
で
き
た
文
化
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
れ
だ
け
の
施
設
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
す
ご
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
町

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
中
で「
テ
ニ
ス
」

と
い
う
も
の
が
大
き
な
柱
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
エ
ン
ジ
ョ
イ
テ
ニ
ス
に
つ
い
て

Ａ
わ
た
し
た
ち
プ
ロ
は
勝
負
の
世
界

で
生
き
て
き
て
試
合
を
楽
し
む
と
い

う
こ
と
は
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
わ

け
で
す
け
ど
、
こ
の
大
会
は
負
け
て

も
い
い
。
負
け
た
ら
悔
し
い
で
す
け

ど
相
手
も
同
じ
条
件
で
す
し
、
来
て

も
ら
っ
た
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ

ば
い
い
と
い
う
大
会
。
わ
た
し
自
身

も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
テ
ニ
ス
資
料
の
寄
贈
に
つ
い
て

Ａ
こ
こ
に
テ
ニ
ス
資
料
館
が
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
担
当
者
の

方
か
ら
資
料
を
寄
贈
し
て
ほ
し
い
と

い
う
話
が
あ
っ
て
、
父
の
資
料
を
故

郷
に
飾
っ
て
も
ら
え
れ
ば
父
も
喜
ぶ

だ
ろ
う
し
、
自
分
の
資
料
も
町
に
引

き
取
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
す
ご
く

う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
能
登
出
身

の
人
間
と
し
て
、
活
躍
し
た
こ
と
が

少
し
で
も
刺
激
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
テ
ニ
ス
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

Ａ
わ
た
し
が
協
力
で
き
る
こ
と
と
し

て
は
、
前
か
ら
話
は
あ
り
ま
し
た
が

選
手
の
育
成
に
一
役
買
い
た
い
と
い

う
こ
と
が
ひ
と
つ
。
そ
し
て
テ
ニ
ス

を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
テ
ニ

ス
は
見
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
て
や

る
ス
ポ
ー
ツ
。
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
健
康
に
な
る
に
は
「
テ
ニ

ス
」
が
向
い
て
い
る
と
思
う
し
、
そ

う
い
っ
た
中
に
わ
た
し
が
入
っ
て
テ

ニ
ス
の
楽
し
さ
を
教
え
る
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

【かみわずみ・じゅん】
　高校で硬式テニスに転向し、インター
ハイ完全優勝、インカレ 3連勝、全日本
選手権 3連勝を飾るなど日本のトッププ
レーヤーとして活躍、1973 年に日本テ
ニス史上初のプロ選手となる。世界 4大
大会に出場し、当時世界１位のスタン・
スミスを全仏・全米プロで２度破る。
1986 年に現役を引退、プロ・アマを含
めた通算優勝回数は 115 回を数える。
　現在は母校である法政大学教授を務め
る。東京在住、60歳。

Special  Interview 

能
登
町
テ
ニ
ス
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
い
だ

最
高
の
プ
レ
ー
ヤ
ー 「
神
和
住  

純
」

Jun  Kam
iw
azum

i

百年目の

L0VE ALL

テ
ニ
ス
の
土
壌
が
あ
る
こ
と

す
ば
ら
し
い
施
設
が
あ
る
こ
と

国
際
大
会
が
開
催
で
き
る
こ
と

す
べ
て『
誇
り
』に
思
っ
て
い
い
。

藤波緑地センター内に展示された神和住さん寄贈
のテニス資料
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●
確
か
に
能
登
町
の
子
ど
も
た
ち
は
冬
で

もW
A
V
E

で
練
習
で
き
ま
す
。
こ
れ
だ

け
の
環
境
は
県
内
に
は
少
な
い
し
、
優
位

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

●
わ
た
し
が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い

た
中
学
時
代
は
、
小
学
校
か
ら
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
の
地
域
で
は
中
学
か

ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
の
で
、
大
会
で
は
そ
の
差
は

歴
然
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
関
し
て
は
本
当

に
先
進
地
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

旧
能
都
町
の
硬
式
テ
ニ
ス
に
関
し
て

は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
一
番
盛
ん
な
こ
ろ

に
ク
ラ
ブ
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
瑞
穂

地
区
に
ナ
イ
タ
ー
が
で
き
る
コ
ー
ト
が
あ

り
、
16
面
やW
A
V
E

も
で
き
、
テ
ニ
ス

を
す
る
と
い
う
環
境
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の

お
か
げ
で
整
備
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
選
手
面
に
関
し
て
も
わ
た
し
を
含
め

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
か
ら
転
向
し
た
人
間
が
半

数
以
上
い
ま
す
。
き
っ
ち
り
と
基
礎
が
で

き
て
い
る
人
た
ち
が
入
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
状
況
で
す
。
神
和
住
さ
ん
な
ど
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
か
ら
硬
式
テ
ニ
ス
に
転
向
し
た

プ
ロ
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、
自
分
た
ち

は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
基
礎
が
あ
っ
た
お
か

げ
て
ス
ム
ー
ズ
に
や
っ
て
こ
れ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
は
競
技
と
し
て
選
手
を
出

す
と
い
う
よ
り
も
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
楽
し
む
こ
と
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま

す
。
逆
に
言
う
と
今
は
楽
し
む
だ
け
か
ら

脱
却
で
き
て
い
な
い
と
も
い
え
ま
す
。

●
こ
れ
は
硬
式
と
軟
式
の
発
祥
の
違
い
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は

日
本
人
が
ゴ
ム
ボ
ー
ル
、
軽
い
ラ
ケ
ッ
ト

を
開
発
し
、
学
校
の
先
生
た
ち
が
全
国
に

広
め
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
硬
式

は
地
域
ご
と
の
ク
ラ
ブ
と
い
う
形
で
広

が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
、
学
校
の
先
生
が
運

営
す
る
大
会
を
開
催
し
て
も
ら
っ
た
り
し

て
、
普
及
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
あ
る

ん
で
す
が
、
最
近
は
先
生
も
広
域
化
し
て

昔
の
よ
う
に
地
元
の
先
生
が
地
元
の
子
ど

も
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
テ
ニ
ス
人
口
が
減
っ
て

い
る
ひ
と
つ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
能

登
町
の
特
色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
作
っ
て
い

く
た
め
に
、
理
解
が
あ
り
指
導
者
に
な
り

う
る
先
生
を
赴
任
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

Future of Tennis town 

－

能
登
町
に
お
け
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
伝

統
や
歴
史
に
つ
い
て
は
？

●
旧
能
都
町
は
、
地
元
の
選
手
が
強
か
っ

た
こ
と
、
施
設
が
整
っ
て
い
た
こ
と
、
優

れ
た
指
導
者
が
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
が
盛
ん
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の

大
切
な
資
源
を
生
か
し
て
町
づ
く
り
が
で

き
な
い
か
と
い
う
思
い
で
、
今
ま
で
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
過
疎
化
が
進
む
現
在

の
能
登
町
で
交
流
人
口
の
拡
大
を
考
え
た

時
、「
テ
ニ
ス
」
で
人
を
集
め
る
こ
と
が

一
番
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良
い

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も

「
テ
ニ
ス
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
旧
能
都
町
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
歴
史
は

い
く
つ
か
の
時
代
に
分
け
て
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
ず
創
生
期
と
呼
べ
る
テ
ニ
ス
が
町

に
伝
わ
っ
た
時
代
、
と
に
か
く
テ
ニ
ス
が

面
白
い
か
ら
み
ん
な
で
親
し
ん
で
や
ろ
う

と
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
、
県
下
の
小
学
生

大
会
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。
そ
の
ル
ー
ツ
が
井
東
さ
ん
で
あ
り
、

活
躍
し
た
人
が
神
和
住
さ
ん
た
ち
で
し

た
。
そ
し
て
戦
後
、
第
2
回
石
川
国
体
を

き
っ
か
け
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
復
活
し
ま

し
た
。雨
や
雪
が
多
い
地
理
的
不
利
の
中
、

な
ん
と
か
全
国
の
壁
を
破
り
た
い
と
指
導

者
た
ち
が
願
い
、
そ
し
て
昭
和
52
年
に
中

学
生
、
昭
和
54
年
に
高
校
生
が
念
願
の
日

本
一
を
獲
得
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
は
当
時
全
国
的
に
も
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
16
面
コ
ー
ト
が
竣
工
し
、

イ
ン
カ
レ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
実
業
団
、

そ
し
て
国
体
へ
と
大
き
な
大
会
を
次
々
と

誘
致
し
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
「
テ
ニ
ス

の
町
宣
言
」を
し
た
町
と
協
力
し
な
が
ら
、

な
ん
と
か
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と

の
思
い
で
し
た
。
し
か
し
当
時
は
町
民
の

み
な
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
町

を
挙
げ
て
大
会
を
運
営
し
て
い
た
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
指
導
面
や
テ
ニ
ス
を
楽
し

む
と
い
う
普
及
面
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
反
省
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
協
会
と
し
て
、
能
登
町
全
体
を

取
り
込
ん
だ
楽
し
む
テ
ニ
ス
の
普
及
、
そ

し
て
自
分
た
ち
の
競
技
力
の
向
上
、
少
子

化
の
中
で
の
ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
い
う
目
的
意
識
に
か
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
関
し
て
は
、
冬
場
で

も
練
習
で
き
る
よ
う
に
体
育
館
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
し
、
今
で
はW

A
V
E

も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
先
人
た
ち
の
努
力
と

町
や
町
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

池　

岸

持木一茂  能登町長
【もちき・かずしげ】
学生時代はサッカーに打ち込みソフ
トテニスの経験はない持木町長だ
が、2人の娘はソフトテニスの選手
として活躍している。

持　

木

太　

島

日
本
唯
一
の
「
テ
ニ
ス
博
物
館
」
と
い
う
夢
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
テ
ニ
ス
の
底
辺
拡
大
、

大
会
誘
致
に
努
め
て
い
き
た
い
。－

持
木

写真左から

　◎太島彰信  町ソフトテニス協会長
　◎持木一茂  町長
　◎池岸雅弘  町テニス協会長　

太　

島

テ
ニ
ス
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
町
と
テ
ニ
ス
関
係
者
、

そ
し
て
住
民
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。

今
後
の
鍵
を
握
る
３
人
に
、そ
の
思
い
を
聞
い
た
。

百年目の

L0VE ALL
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懸
け
橋

懸
け
橋

百年目の

L0VE ALL

昭和48年、宇出津高校卒業と同
時に故郷を離れ、今思うことは

育て励ましをもらった能登町への感謝
です。現在は石川県ソフトテニス連盟
の理事長として県内のソフトテニス発
展のために活動をしていますが、周囲
のみなさんの要請に応えることで自分
自身を育て支えてくれたソフトテニス
に恩返しをしたいとの思いからです。

振り返るとその思いは高校時代の
山田良平先生との出会いからで

す。山田先生の「日本一を目指そう」
という掛け声と厳しい指導で、北信越
の頂点を極め、全国でも上位へと進出
することができました。その指導の厳
しさはもとより生活面、人間としての
成長も教わり社会人となった今でも人
生の大きな礎となっています。

母校である能都北辰高校は過去に
山田先生指導の下、高校日本一

の選手を輩出していますが近年全国で
の活躍は振るわず、わたしたちの応援
のあり方も反省しています。もう一度
日本一の選手が育つように、自分を育
ててくれた故郷への思いを込めて精一
杯の応援をしたいと思っています。

テニスの町能登町は、小学生・中
学生が全国トップレベルとなっ

ています。指導者や関係者のみなさん
に感謝し、また誇りにも感じています。
「小学校、中学校、高校、社会人すべ
ての部門の日本一を能登町から」はそ
う遠くないと思っています。

故郷に支えられ、
ソフトテニスに支えられ

（もう一度能登町から日本一を）

Column ー ①

石川県ソフトテニス連盟　
　井上  清一  理事長（鵜川出身）

太　

島

池　

岸

未来への未来への第３章第３章
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●
北
辰
高
校
に
つ
い
て
は
県
の
方
に
お
願

い
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
今
は
米
沢
先
生

が
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

●
現
実
問
題
と
し
て
、
部
活
の
た
め
に
学

校
の
先
生
を
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

●
今
は
西
さ
ん
や
當
目
さ
ん
が
い
て
く
れ

る
か
ら
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
次
の

指
導
者
が
問
題
に
な
り
ま
す
ね
。

●
そ
う
考
え
る
と
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
指
導
者
と
い
う
考
え
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
は
指
導

者
の
養
成
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
わ
た
し
は
指
導
者
の
養
成
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
学
校
の
部
活
は
や
は
り
学

校
の
指
導
者
が
中
心
に
な
る
べ
き
で
、
外

部
コ
ー
チ
に
頼
り
切
り
で
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
に
は
自
分
の
信

念
で
生
徒
を
指
導
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

－

硬
式
テ
ニ
ス
を
含
め
た
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
い
て
は
？

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
今
ま
で
大
き
な
大
会

を
誘
致
し
て
き
ま
し
た
。
硬
式
で
は
大
き

な
大
会
を
や
っ
た
こ
と
は
な
く
、
定
期
的

に
来
て
く
れ
て
い
る
の
が
関
西
薬
学
の
硬

式
の
大
会
ぐ
ら
い
で
す
。
神
和
住
純
杯
エ

ン
ジ
ョ
イ
テ
ニ
ス
は
人
数
は
少
な
い
で
す

が
県
外
か
ら
も
来
て
い
る
の
で
、
テ
ニ
ス

を
通
じ
て
能
登
町
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
っ
て
、
そ
し
て
観
光
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

能
登
国
際
に
関
し
て
は
、
石
川
県
で
初

め
て
の
国
際
大
会
を
今
年
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
１
回
だ
け
の
大
会
な
ら
ば
何

の
意
味
も
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
せ
め

て
３
回
、
４
回
開
催
し
て
判
断
し
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年
以
降
の

大
会
で
は
、
地
元
の
人
が
何
ら
か
の
形
で

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
町
を
挙

げ
て
の
大
会
に
で
き
る
と
思
う
し
、
テ
ニ

ス
の
底
辺
を
広
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
続
け
る
こ
と
が

大
事
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
交
流
人
口
に
関
し
て
は
、
能
登
国
際
に

し
て
も
神
和
住
杯
に
し
て
も
、
外
か
ら
来

た
人
が
ま
ず
言
う
の
は
「
海
の
見
え
る
環

境
の
も
と
で
テ
ニ
ス
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
そ
ん
な
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
せ
っ
か
く
す
ば
ら
し
い

施
設
が
あ
っ
て
も
、
ま
だ
稼
働
率
が
低
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
っ

と
外
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い

け
な
い
。
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
い
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

協
会
と
し
て
も
プ
ロ
の
プ
レ
ー
を
間
近

で
見
る
こ
と
で
硬
式
を
や
っ
て
み
よ
う
か

と
思
う
き
っ
か
け
に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
神
和
住
さ
ん
や
能

登
国
際
な
ど
の
プ
ロ
と
の
つ
な
が
り
が
あ

り
、
ど
う
す
れ
ば
プ
ロ
に
な
れ
る
か
と
い

う
こ
と
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
、
大
き

な
財
産
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
わ
た
し
は
16
面
と
い
う
財
産
が
あ
る
の

だ
か
ら
、
こ
れ
を
使
っ
て
町
に
還
元
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
硬

式
も
や
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
県
の
テ
ニ

ス
協
会
に
働
き
か
け
て
毎
年
シ
ニ
ア
の
大

会
を
能
登
町
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
で
は
利
用
率
は
硬
式
の
方
が
高

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
よ
り
も
硬
式
の
方
が
余

暇
で
遊
び
に
来
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

●
だ
か
ら
能
登
空
港
を
使
っ
て
い
か
に
関

東
か
ら
呼
び
込
む
か
が
大
事
な
ん
で
す
。

今
は
ま
だ
合
宿
に
し
て
も
関
西
の
大
学
や

高
校
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
能
登
国
際
の

と
き
に
伊い

ら

こ

良
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
「
能
登

は
空
港
が
あ
る
か
ら
近
い
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
も
う
少
し
関
東
へ
の
ア
ピ
ー
ル

が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
体
験
・
観
光
・
宿
泊
施
設
と
総
合
的

に
メ
リ
ッ
ト
を
打
ち
出
せ
れ
ば
、
来
て
良

か
っ
た
と
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
よ
。

●
能
登
町
も
公
社
の
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
関
西
方
面
の
学
校
へ
は
合
宿
の
誘
致
を

持　

木

池　

岸

持　

木

池　

岸

太　

島

持　

木
営
業
し
て
い
て
、
そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ

出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
関
西
が
車
で

行
け
る
距
離
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
関

東
で
は
営
業
の
費
用
が
か
か
る
の
で
実
際

ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
実
が

あ
り
ま
す
。

●
合
宿
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
合
宿
の

メ
ッ
カ
と
な
る
た
め
に
廃
校
舎
な
ど
を
利

用
し
て
合
宿
所
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

●
も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
し
、

例
え
ば
今
あ
る
公
共
の
宿
泊
施
設
を
合
宿

所
に
す
る
と
い
う
案
も
あ
り
ま
す
。
合
宿

が
し
や
す
く
な
れ
ば
、
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
（
多

目
的
芝
生
広
場
）
も
あ
り
ま
す
の
で
テ
ニ

ス
だ
け
で
は
な
く
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も

波
及
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

－

こ
れ
か
ら
の
活
動
や
目
標
は
？

●
硬
式
テ
ニ
ス
協
会
は
週
2
回
内
浦
と
藤

波
で
初
心
者
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
か
ら
70
歳
く
ら
い
の
高
齢

者
ま
で
、楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
活
動
を
続
け
な
が
ら
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
地
域
に
定
着
さ
せ
、
選
手

や
指
導
者
が
出
て
く
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
基
礎
固
め

の
段
階
で
す
。

　

あ
と
は
出
来
上
が
っ
た
プ
ロ
と
の
つ
な

が
り
を
生
か
し
て
自
分
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
い
か
に
高
め
ら
れ
る
か
が
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
の
使
命
と
し
て
、

選
手
の
競
技
力
の
向
上
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
育

成
・
指
導
、
楽
し
む
テ
ニ
ス
の
普
及
、
大

会
誘
致
に
よ
る
町
の
活
性
化
な
ど
が
あ

り
、
過
去
・
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
問
題
点
や
不
足
面

も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
テ
ニ
ス
を
続
け
る
若
者
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
今
こ
そ
若
い
力
を
結
集
し

て
広
域
な
普
及
と
力
強
い
躍
進
が
必
要
な

時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
協

力
し
合
い
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

●
テ
ニ
ス
に
関
し
て
の
わ
た
し
の
夢
は
、

表
先
生（
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授
）

や
神
和
住
さ
ん
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
貴
重
な
資
料
を
生
か
し
て
日
本
初
の

「
テ
ニ
ス
博
物
館
」
を
作
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
テ
ニ
ス
の
底
辺
拡
大

と
大
会
誘
致
を
図
り
な
が
ら
、
テ
ニ
ス
を

通
じ
て
能
登
町
の
良
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
す
。
お
二
人
に
は
今
後
と

も
テ
ニ
ス
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

プ
ロ
と
の
つ
な
が
り
は
財
産
に
な
る
。
課
題
は

自
分
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
に
高
め
て
い
け

る
か
。
今
は
基
礎
固
め
の
時
期
だ
と
思
う
。－

池
岸

合
宿
所
を
整
備
し
て
テ
ニ
ス
の
メ
ッ
カ
に
。

能
登
空
港
を
使
っ
て
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
大
事
。－

太
島

雄大な太平洋に面した千葉県
九十九里浜。その南部に位置す

る白子町は、人口 13,000 人余り、面
積約 27㎢の農業と観光の小さな町で
す。農業は特産の玉ねぎや落花生に加
えて、近年は温室栽培によるトマトや
サラダ菜、ガーベラなどの栽培が盛ん
で県内一の規模を誇っています。

白子のテニスの歴史は、昭和 52
年の 19 面建設から始まりまし

た。そして温暖な気候と平坦な地形を
生かし、コートは 10 年近くで 400
面にまで増設され全国屈指のテニスリ
ゾートとして知られるようになりまし
た。その後は順風ばかりではなく、テ
ニス人口の減少や景気低迷など難問が
押し寄せ、サッカー場やグラウンドゴ
ルフ場に衣替えしたものもあります。

しかし白子といえばやはりテニ
ス。30年かけて習得した大会運

営のノウハウが評価され、年間を通し
てさまざまな大会が開催されていま
す。平成 17年千葉きらめき総体のソ
フトテニス競技会場地として成功を収
め、平成 22年の「ゆめ半島千葉国体」
の開催も決定しました。また子どもた
ちのスポーツ拠点づくり推進事業とし
て、毎年春休みに全国小学生ソフトテ
ニス大会を開催し、強豪である能登町
の選手や父兄のみなさんにも毎年のよ
うに白子に来ていただいています。白
子町は「テニスの聖地」を目指して、
地域を挙げて取り組んでいます。

池岸雅弘  町テニス協会長
【いけぎし・まさひろ】　宇出津
能都中学校、飯田高校時代はソフトテ
ニスの選手として活躍。東京から地元
にUターンし 28 歳で硬式テニスに転
向。平成 6 年 4 月から町テニス協会
長を務め、硬式テニスの強化・普及に
あたる。

太島彰信  町ソフトテニス協会長  
【たじま・あきのぶ】　崎山
元教員であり、昭和 34 年の瑞穂中学
校赴任時から本格的にソフトテニスの
指導にあたる。以後旧能都町の小中学
校テニス部顧問を歴任し退職後も宇出
津高校を 10 年間指導する。現在は松
波中学校の外部コーチを務める。

太　

島

持　

木

池　

岸

池　

岸

太　

島

太　

島

池　

岸

太　

島

持　

木

持　

木

「テニスの聖地」を目指
す千葉県白子町

Columnー ②

千葉県白子町　
　　林   和雄  町長
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Lives with Tennis

共
生

　

能
都
健
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
す
ぐ

下
、
70
段
の
階
段
を
降
り
た
と
こ
ろ

に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
る
1
軒
の
民
宿
が
あ
る
。

　

そ
の
玄
関
を
入
る
と
「
お
ば
さ
ん

の
家
の
よ
う
に
気
楽
に
泊
ま
れ
る

宿
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

書
か
れ
た
板
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。

　
「
お
客
さ
ん
か
ら
聞
い
た
言
葉
を

そ
の
ま
ま
使
っ
た
」
と
話
す
谷
ス
ミ

子
さ
ん
が
こ
の
地
に
ご
主
人
と
民
宿

を
構
え
た
の
が
昭
和
48
年
、
4
年
目

に
ご
主
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、

漁
師
や
養
蚕
を
し
な
が
ら
一
人
で
看

板
を
守
っ
て
き
た
。

　

昭
和
58
年
、
藤
波
台
に
16
面
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
し
て
以
来
、
毎

年
の
よ
う
に
全
国
規
模
の
大
会
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
数
千
人
規

模
で
来
町
す
る
全
国
大
会
を
開
催
す

る
に
は
、
町
、
協
会
、
そ
し
て
選
手

を
受
け
入
れ
る
宿
泊
施
設
の
連
携
、

協
力
が
不
可
欠
だ
。
平
成
3
年
の
国

体
の
時
に
は
、
町
内
の
旅
館
、
民
宿

が
統
一
メ
ニ
ュ
ー
を
ベ
ー
ス
に
郷
土

料
理
の
味
や
盛
り
付
け
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
と
い
う
。
谷
さ
ん
の
民
宿
に

も
国
体
前
か
ら
た
く
さ
ん
の
テ
ニ
ス

客
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
昔
は
入
り
き
れ
な
い
く
ら
い
た

く
さ
ん
の
人
が
来
た
。
遠
い
と
こ
ろ

か
ら
来
る
人
に
は
、
精
一
杯
の
こ
と

を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
い
う
谷
さ
ん
。
そ
の
人
柄
か
ら
親

子
2
代
で
指
名
さ
れ
る
場
合
や
、
今

で
も
近
く
に
来
る
と
寄
っ
て
く
れ
る

お
客
さ
ん
も
い
る
と
い
う
。「
何
も

気
が
張
ら
な
い
人
間
や
し
、
子
ど
も

た
ち
や
先
生
か
ら
も『
お
ば
ち
ゃ
ん
、

お
ば
ち
ゃ
ん
』
っ
て
慕
っ
て
も
ら
っ

た
」
と
笑
う
。

　

谷
さ
ん
の
自
慢
は
料
理
だ
と
い

う
。
特
に
名
物
料
理
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。「
特
別
な
こ
と
は
何
も
し

て
い
な
い
。
メ
ニ
ュ
ー
も
い
つ
も
同

第４章

能
都
健
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
後
、
毎
年
の
よ
う
に
全

国
規
模
の
大
会
が
開
催
さ
れ
町
は
選
手
で
溢
れ
た
。

テ
ニ
ス
で
活
性
化
を
目
指
し
た
町
を
コ
ー
ト
の
一
番
近

く
で
支
え
て
き
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
思
い

－

。

テ
ニ
ス
と
の

て
も
知
ら
ん
ぞ
』
っ
て
冗
談
い
い
な

が
ら
ね
。
や
っ
ぱ
り
刺
身
が
一
番
喜

ん
で
く
れ
る
か
ら
」と
目
を
細
め
る
。

　

今
年
始
め
て
開
催
さ
れ
た
「
能
登

国
際
女
子
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
」で
は
、

谷
さ
ん
の
民
宿
に
選
手
や
監
督
4
人

が
素
泊
ま
り
で
宿
泊
し
た
。「
何
も

儲
か
ら
な
か
っ
た
っ
て
い
う
人
も
い

る
け
ど
わ
た
し
は
素
泊
ま
り
の
方
が

楽
。
選
手
と
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て

本
当
に
楽
し
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

そ
し
て
最
終
日
に
は
谷
さ
ん
の
気
遣

い
で
夕
食
を
用
意
し
た
。
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
と
い
う
選
手
た
ち
は
、

帰
り
際
に
「
来
年
も
大
会
が
あ
っ
た

ら
必
ず
来
ま
す
」
と
い
っ
て
ブ
ー
ケ

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
う
ち
わ
を

谷
さ
ん
に
贈
っ
た
。「
上
手
言
う
た

の
か
も
し
れ
ん
け
ど
、
気
持
ち
が
う

れ
し
か
っ
た
」
と
大
事
に
し
ま
っ
て

あ
っ
た
う
ち
わ
を
眺
め
な
が
ら
話
し

て
く
れ
た
。

　

国
体
開
催
か
ら
16
年
が
経
過
し
、

大
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
車
社
会
が
進
み
、
鉄
道
が

廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
七
尾
や
金
沢
方

面
の
学
校
が
ほ
と
ん
ど
日
帰
り
で
試

合
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
そ

の
結
果
、
大
会
利
用
者
数
は
横
ば
い

な
が
ら
も
宿
泊
す
る
テ
ニ
ス
客
は

年
々
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
町
内
の
宿
泊
施
設
の
数
は
昭

和
60
年
か
ら
ほ
ぼ
半
数
に
ま
で
減

り
、
収
容
人
員
は
３
０
０
０
人
超
か

ら
１
５
０
０
人
弱
に
ま
で
減
少
し

た
。
テ
ニ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
能
登

半
島
全
体
の
観
光
客
数
の
減
小
や
経

営
者
の
高
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
重
な
っ
た
結
果
で
も
あ
る
。

　

谷
さ
ん
の
民
宿
で
も
「
数
年
前
と

じ
。
と
に
か
く
子
ど
も
た
ち
に
腹
一

杯
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
た
く

さ
ん
の
ご
飯
と
お
か
ず
を
並
べ
る
そ

う
だ
。
そ
ん
な
谷
さ
ん
の
こ
だ
わ
り

が
刺
身
。「
海
の
側
の
民
宿
だ
か
ら

お
客
さ
ん
に
は
刺
身
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
」
と
の
こ
と
。
し
か
し
国
体

な
ど
の
大
き
な
大
会
で
は
、
選
手
の

健
康
管
理
の
た
め
に
生
も
の
は
禁
止

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
「
そ
う
い
う
と
き
は
試
合
が
な
い

最
後
の
日
に
た
く
さ
ん
の
刺
身
を
出

し
た
り
も
す
る
。『
明
日
お
腹
壊
し

比
べ
て
も
今
年
は
本
当
に
少
な
い
」

と
い
う
状
況
。
そ
れ
で
も
民
宿
を
や

め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
と
い

う
。「
民
宿
は
家
の
中
の
仕
事
な
の

で
年
寄
り
一
人
で
も
何
と
か
で
き

る
。
何
よ
り
お
客
さ
ん
と
話
を
す
る

こ
と
が
楽
し
い
か
ら
」。

　

地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
上
が
る
と
き
に
は
民
宿
横

の
階
段
を
駆
け
上
が
る
。「
が
ん
ば

れ
！
」
と
声
を
か
け
る
谷
さ
ん
に
元

気
に
あ
い
さ
つ
す
る
子
ど
も
た
ち
。

子
ど
も
が
大
好
き
な
谷
さ
ん
に
と
っ

て
大
切
な
日
常
の
一
幕
だ
。

　

足
腰
を
鍛
え
る
た
め
に
今
で
も
70

段
の
階
段
を
１
日
3
往
復
し
て
い
る

と
い
う
谷
さ
ん
。「
お
ば
ち
ゃ
ん
の

と
こ
ろ
が
一
番
」
と
言
っ
て
く
れ
る

お
客
さ
ん
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
一
番
近
く
で
選
手

た
ち
を
支
え
、
見
守
り
続
け
る
。

谷  スミ子 さん
【たに・すみこ】　藤波
昭和 48 年から健民テニスコートに
一番近い場所で民宿を営み、試合に
挑む選手たちを支えてきた。75 歳。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
続
く
70
段
の
階
段

こ
の
階
段
を
上
る
選
手
た
ち
を

ず
っ
と
見
守
っ
て
き
た
。

百年目の

L0VE ALL

今
年
6
月
に
開
催
さ
れ
た「
能
登
国
際
女
子
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
」

で
宿
泊
し
た
選
手
ら
が
残
し
た
う
ち
わ

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
ら

一
番
近
い
民
宿

全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
を

温
か
く
迎
え
る

海
の
側
の
民
宿
だ
か
ら

活
き
た
刺
身
を
食
べ
さ
せ
た
い

素
泊
ま
り
の
プ
ロ
選
手
が

残
し
て
い
っ
た
も
の

厳
し
い
現
実

そ
れ
で
も
民
宿
は
続
け
た
い

パッチワークが趣味という谷さん。選手が泊まる
部屋にも手作りの掛け軸などが飾られている
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Lives with Tennis

山田先生は、
藤波台地からテニスの未来を
見守り続けている。

テ ニ ス
列 伝 Ⅲ
山田 良平

 Yamada　Ryouhei
（1920 ～ 1985）「
俺

は
こ
れ
で
い
つ
死
ん

で
も
い
い
」。
昭
和
54

年
8
月
、
滋
賀
県
長

浜
市
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
の
閉
会
式
終
了

後
、
山
田
良
平
先
生
は
こ
う
も
ら
し

た
と
い
う
。「
能
登
か
ら
真
の
日
本

一
の
軟
式
選
手
を
育
て
た
い
」
と
夢

見
て
、
宇
出
津
高
校
専
属
コ
ー
チ
と

し
て
指
導
し
て
き
た
山
田
先
生
10
年

目
の
悲
願
達
成
だ
っ
た
。

　

山
田
先
生
は
大
正
9
年
旧
鵜
川
町

で
生
ま
れ
、
東
京
の
豊
島
師
範
学
校

（
現
東
京
学
芸
大
学
）
に
進
学
し
た
。

在
学
中
は
テ
ニ
ス
に
熱
中
し
、
東
日

本
大
会
を
は
じ
め
多
く
の
大
会
で
優

勝
し
た
が
全
国
大
会
で
の
優
勝
は
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

戦
後
、
故
郷
に
戻
り
中
学
校
の
教

員
と
な
る
が
体
調
を
崩
し
退
職
。
書

籍
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
を
営
み
な
が

ら
地
元
の
中
学
校
を
指
導
し
た
。

　

昭
和
45
年
、
依
頼
を
受
け
て
宇
出

津
高
校
の
専
属
コ
ー
チ
と
な
っ
た
山

田
先
生
は
「
日
本
一
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
「
鬼
の
山
田
」
と
な
る
。
地

元
中
学
校
か
ら
も
才
能
あ
る
選
手
が

集
ま
り
、
以
後
16
年
の
間
に
石
川
県

高
校
選
手
権
男
子
団
体
10
連
覇
、
女

子
6
連
覇
な
ど
宇
出
津
高
校
の
黄
金

時
代
を
築
き
上
げ
た
。

　

山
田
先
生
は
「
テ
ニ
ス
は
人
づ
く

り
の
道
具
」
と
い
い
、
テ
ニ
ス
を
通

し
た
人
間
づ
く
り
を
目
標
と
し
た
。

厳
し
い
練
習
は
テ
ニ
ス
部
員
の
忍
耐

力
や
精
神
力
を
養
い
、
ま
た
事
あ
る

ご
と
に
「
テ
ニ
ス
バ
カ
に
な
る
な
」

と
勉
学
に
も
力
を
入
れ
さ
せ
た
。
そ

し
て
山
田
先
生
の
指
導
を
受
け
た
生

徒
た
ち
は
高
校
卒
業
後
も
大
学
、
実

業
団
で
全
国
や
石
川
県
の
中
枢
選
手

と
し
て
活
躍
し
た
。

　

昭
和
58
年
完
成
の
健
民
コ
ー
ト
は

山
田
先
生
の
「
能
登
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
を
」と
い
う
願
い
の
結
晶
だ
っ
た
。

大
会
誘
致
の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
山

田
先
生
だ
っ
た
が
、
大
会
の
半
年
前

に
肺
ガ
ン
の
た
め
そ
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
宇
出
津
高
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
、
山
田
先
生
の

遺
影
を
掲
げ
奮
闘
し
た
こ
と
は
今
も

語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
終
了
後
、
山
田
先

生
を
顕
彰
し
よ
う
と
多
く
の
寄
付
が

集
ま
り
、
16
面
の
コ
ー
ト
サ
イ
ド
に

銅
像
が
建
立
さ
れ
た
。

　
『
目
標
を
掲
げ
努
力
す
れ
ば
必
ず

夢
は
か
な
う
』。
山
田
先
生
は
今
で

も
、
健
民
コ
ー
ト
で
日
本
一
を
目
指

す
選
手
た
ち
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
未

来
を
見
守
っ
て
い
る
。

【やまだ・りょうへい】
師範学校卒業後東京都で教員となるが
太平洋戦争に出征、戦後地元に戻りソ
フトテニスの指導に情熱を傾けた。昭
和 45 年から宇出津高校専属コーチと
なり、同校を全国レベルに押し上げ
54 年に日本一に。全日本小学生大会
やインターハイ誘致の先頭に立つな
ど、町ソフトテニスの発展に生涯を捧
げた。昭和 60 年死去、享年 64 歳。

　
ベ
ン
ト
や
大
会
で
の
経

済
波
及
効
果
を
考
え
た

場
合
、
ま
ず
「
誰
が
来

る
か
」
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
大
人
と
学
生
で
は
使
う

お
金
に
当
然
違
い
が
出
て
き
ま
す
。

た
だ
子
ど
も
の
場
合
は
親
が
付
い
て

く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
つ
ま
り
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
も
ど
う
い
う
人
を
誘
致
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
戦
略
的
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
中
高
生
は
お
金
を
使
わ

な
い
か
ら
ダ
メ
か
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
中
高
生
は
親
が
付
い
て
き
て

い
な
い
分
、
民
宿
の
人
や
地
元
の
人

と
の
交
流
が
期
待
で
き
ま
す
。
大
会

や
合
宿
で
長
く
宿
泊
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
人
間
関
係
が
濃
く
な
り
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
懐

か
し
が
っ
て
家
族
を
連
れ
て
き
て
く

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
経
済
効

果
と
し
て
の
即
効
性
は
な
い
け
れ
ど

も
長
期
的
に
見
た
と
き
に
リ
ピ
ー
ト

し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
地
域
の
フ
ァ
ン
を
作
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
何
か

事
が
あ
っ
た
と
き
に
能
登
の
物
を
利

用
し
よ
う
と
か
、
能
登
の
物
を
優
先

的
に
買
っ
て
く
れ
た
り
と
か
、
今
回

の
よ
う
な
震
災
の
と
き
に
応
援
し
て

く
れ
る
と
い
っ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
つ

な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
「
ア
フ
タ
ー
」
の
話
で
す
。
大
会

が
あ
っ
て
試
合
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
帰

る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
と
、
せ
っ
か
く

こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
か
ら
も
う
１
泊

し
て
能
登
を
ゆ
っ
く
り
観
光
し
て
か

ら
帰
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
特
に
遠
方
か
ら
来
た
お
客

さ
ん
は
そ
う
い
う
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
行
動
を
取
り
や
す
い
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
提
案
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
大
会
パ
ン
フ
に
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
観
光
ル
ー
ト
の
印
刷
物
を

同
封
し
た
り
、
博
物
館
の
割
引
券
を

入
れ
た
り
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

初
め
か
ら
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と

し
て
大
会
に
組
み
込
む
場
合
も
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
能
登

を
巡
る
な
ど
、
そ
こ
に
魅
力
が
あ
れ

ば
参
加
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
は
十

分
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
開
催
に
と
も
な
う
準
備
や
運

営
だ
け
で
も
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
の
機
会
に
地
域
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
姿
勢

で
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
能
登
の
情
報
を
多
面
的
に
提
供

再考から再興へ

で
き
れ
ば
、お
客
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

地
域
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

商
工
会
や
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
詳
し
い
情
報
、
お
土
産
で
あ

れ
ば
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
よ
う
な

情
報
が
提
供
で
き
る
印
刷
物
を
作
っ

て
配
布
す
れ
ば
、
必
ず
売
り
上
げ
は

上
が
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
と
交
流
す

る
宿
泊
施
設
の
人
に
も
ち
ゃ
ん
と
理

解
し
て
も
ら
っ
て
情
報
提
供
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
そ
れ
が
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

テ
ニ
ス
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を

よ
り
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
テ
ニ
ス

と
地
域
の
魅
力
を
い
か
に
つ
な
げ
る

か
が
重
要
な
の
で
す
。

百年目の

L0VE ALL

昭和54年、インターハイで優勝し念願の日本一となった洌崎満
選手（左）・石田茂樹選手と握手を交わす山田先生

17年度 18年度 19年度
（見込）

藤
波
運
動
公
園
利
用
者
数（
町
外
）

藤
波
運
動
公
園
に
お
け
る
経
済
効
果

※能登町ふれあい公社調べ

1万

2万

3万

（人）
33,114

23,719
26,598

1億

6千万

2千万

（円）
1億6,270万

1億1,357万 1億2,957万

合宿、大会、応援など、テニ
スが目的で能登町に訪れる交
流人口は年間約３万人と試算
されている。
その経済波及効果について町
づくりの専門家に聞いた。

高峰 博保 さん
【たかみね・ひろやす】
㈱グルーヴィ、プランニングディレ
クター。企業の経営戦略、ショップ
開発、商品開発などに携わりながら、
自治体の長期計画立案やグリーン
ツーリズム構想、まちづくりに企画
面で参画する。

イ

テ
ニ
ス
と
地
域
の
魅
力
を

い
か
に
つ
な
げ
る
か

大
会
は
地
域
を
知
っ
て
も
ら
う

絶
好
の
機
会

交流人口は
この町に何を
もたらすか？
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取
材
で
は
藤
波
台
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
何
度
も
足
を
運
び
、
練
習
に
汗

を
流
す
子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
体
に
見
合
わ
な
い
大
き
な

ラ
ケ
ッ
ト
を
楽
し
そ
う
に
振
り
回
す

低
学
年
、
基
礎
が
で
き
あ
が
り
、
テ

ニ
ス
ら
し
い
ラ
リ
ー
を
続
け
る
高
学

年
、
そ
し
て
ボ
ー
ル
に
力
強
さ
が
増

す
中
学
生
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
テ
ニ
ス
を
楽
し

み
、
少
し
で
も
上
手
く
、
強
く
な
ろ

う
と
頑
張
っ
て
い
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
上
を
目
指

す
に
は
素
晴
ら
し
い
師
に
出
会
う
こ

と
、
そ
し
て
競
い
合
う
ラ
イ
バ
ル
の

存
在
が
必
要
だ
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に

は
す
ば
ら
し
い
指
導
者
が
い
る
。
あ

と
は
自
分
で
ラ
イ
バ
ル
を
見
つ
け
て

お
互
い
を
高
め
合
っ
て
ほ
し
い
。

も
う
一
つ
、「
テ
ニ
ス
特
集
」

を
や
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
が
今
年
県
内

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
テ
ニ
ス
の
国

際
大
会
「
能
登
国
際
女
子
オ
ー
プ
ン

テ
ニ
ス
」。
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も

プ
ロ
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
真
剣
勝
負
は

見
て
い
て
本
当
に
お
も
し
ろ
い
。
高

い
技
術
、
勝
利
へ
の
執
念
、
試
合
の

緊
迫
感
は
テ
レ
ビ
で
は
な
く
、
直
に

見
る
こ
と
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
が
こ
の
町

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
知
っ

取
材
を
終
え
て

こ
の
「
テ
ニ
ス
特
集
」
企

画
は
、
1
冊
の
資
料
と

の
出
合
い
か
ら
始
ま
っ

た
。
旧
能
都
町
が
平
成
10
年
に
発
行

し
た
「
能
都
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
歴

史
」。
こ
の
資
料
に
は
明
治
か
ら
大

正
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
へ
と
先
人

た
ち
が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
普
及
・
発

展
さ
せ
よ
う
と
汗
と
涙
で
築
き
あ
げ

た
90
年
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

　
「
こ
れ
は
ぜ
ひ
特
集
と
し
て
住
民

の
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
」
と
強
く

思
い
、
特
集
の
企
画
書
を
作
っ
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
歴
史
、
先
人
た
ち

の
思
い
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
保

ち
続
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
、
町
の

活
性
化
、
企
画
は
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら

ん
で
い
っ
た
。

テ
ニ
ス
人
口
は
減
少
し
続

け
て
い
る
。
宇
出
津
小

学
校
で
テ
ニ
ス
を
や
る

児
童
が
1
人
、
鵜
川
小
学
校
で
も
低

学
年
に
な
る
ほ
ど
人
数
は
少
な
い
と

い
う
状
況
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
数
年

後
に
こ
の
町
か
ら
「
テ
ニ
ス
の
灯
」

が
消
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
完
全
に

消
え
て
か
ら
で
は
遅
い
。今
こ
こ
で
、

も
う
一
度
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
い

な
が
ら
取
材
、
編
集
を
し
た
。

て
も
ら
い
た
い
。
テ
ニ
ス
に
興
味
は

な
く
て
も
、
こ
の
め
っ
た
に
な
い
機

会
を
生
か
し
て
、
自
分
の
目
で
確
か

め
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
自
分
た
ち
の

町
に
国
際
大
会
を
開
催
で
き
る
施
設

と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
ほ
し
い
。

「
新

し
い
テ
ニ
ス
の
ま
ち
づ

く
り
」
は
行
政
や
テ
ニ

ス
関
係
者
だ
け
で
は
で

き
な
い
。
高
峰
さ
ん
が
話
し
た
と
お

り
、
今
後
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
す
た
め
に
は
テ
ニ
ス
と
町

の
魅
力
を
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
テ
ニ
ス
を
ま
ち

づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
か
と
い
う
こ

と
を
、
行
政
、
テ
ニ
ス
関
係
者
、
宿

泊
施
設
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
そ

し
て
こ
の
町
に
住
む
わ
た
し
た
ち
が

共
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と

が
必
要
に
な
る
。

　

ま
ず
は
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
知
っ
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
大
き
な
大
会
が
あ

れ
ば
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
足
を
運
び
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
地
元
の
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
ほ
し
い
。

「
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
、
ラ
ブ
オ
ー
ル

（
０
対
０
）」。

　

新
し
い
テ
ニ
ス
の
ま
ち
づ
く
り
を

今
か
ら
始
め
よ
う
。

【
特
集
・
百
年
目
の
ラ
ブ
オ
ー
ル
（
完
）】
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